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塞巣を評価した。

［結　果］

　 プ ラ セ ボ (n=4)、bFGF- ゼ ラ チ ン ハ イ ド ロ ゲ ル
(FGF-G;n=4) 及び bFGF- アテロコラーゲン (FGF-C;n=4)

をラット心筋虚血再灌流モデルに移植した。プラセボ
では day1 及び day28 において LVEF の低下を認めた
が、FGF-G 及び FGF-C 群では、day28 において LVEF

の改善が観察された（図 2）。心筋切片において、プ
ラセボ群に比し、FGF-G 及び FGF-C 群で梗塞巣の縮
小が示唆された（図 3）。

［考　察］

　再生医療は重症心不全患者の新たな治療として期待
されている。骨髄細胞等による細胞移植が既に臨床応
用されているが、標準治療としては確立されていな
い 1,2）。種々の要因が考えられるが、大きな課題とし
て移植細胞死が挙げられる。細胞シート等も考案され
ているが、心外膜移植の細胞シートは心筋再生より細
胞由来のサイトカインが心機能改善に寄与している
3）。このように障害心に対する細胞増殖性サイトカイ
ンは心機能改善効果とともに、細胞移植療法の補助療
法としても有効性が示唆されている 4）。今回、我々は
bFGF の徐放投与が虚血再還流心の心機能改善に有効

図 3　bFGF 徐放による梗塞サイズ

図 2　bFGF 徐放による心機能改善

であることを明らかにした。さらに、サイトカイン徐
放投与の足場として従来のゼラチンより実臨床への外
挿性の高いアテロコラーゲンも有用である可能性が高
いことを示した。これは一つには種々の心臓外科手術
時に心機能改善薬としてサイトカイン徐放製剤を治療
の選択枝に加えることを可能にすると考えられる。さ
らに今回の研究期間では細胞療法との併用療法の検討
までは至らなかったが、今後の検討でその有用性が明
らかになれば充分その可能性も拓けるものと考えられ
る。
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